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結核療養所建築 二關スルニ三ノ知見

聲學博士 三 戸 時 雄

一 概 念

結核療養所 テ見學 スル醤師 ノ大部分 ハ建築 ノ基

準二關シテ質問テ嚢 スル人 ガ多 イガ、恰 モ嘗 テ

公立結核療養所長會議へ内務省カラ諮問セラレ

タ際二會議 ノー員タル自分モ亦手許 ノ成書 テ参

考 トシテ答申案テ草 シタ事 ガアルカラ、之 ラ補

正 シタル者ラ以テ是等 ノ同業者 ノ参考 二資 シ度

イト思フ。

結核療養所ハ蒼利 ガ本態デアル私立 ノモノト、

施療ラ目的 トスル公立 ノ者 トデハ設計上 ノ出襲

鮎ガ相違 スルガ、弦 ニハ專 ラ公立療養所 テ目的

トシテ論ズル。

本邦デ範 ラトルニハ國情 ノ似 テ居 ル掲逸 ガ良

イ。創設費中ノ土地ハ公私立共二地償ノ低廉 ナ

ル事ラ必要 トスルガ、私立 ノ方ハ院長 ノ聲望次

第デ患者 ガ集マルカラ、探算サへ立テバ時 二或

程度迄ハ地償ガ問題 ニナ ラナィ事ガアル。公立

ノ方デハ公 ノ財源二依ル ト共二必ズ籏張問題 二

遭遇スルカラ、可及的廉償ナ土地 ラ選 ンデ過剰

ラ生ズル程ニモ大ナル地面 テ手二入 レテ置ク必

要ガアル。第ニニハ位置デアルガ、私立 ノ方 デ

ハ都會地 カラ可ナリ離 レテ居テモ院長次第デ都

會 カラ多藪 ノ患者ヲ吸牧 シ得ルノミナラズ、時

ニハ都會カラ離 レテ居ル方 ガ重症患者テ避ケテ

輕症デ資力 ノ豊ナ者 パ テ吸吸 シ得ル事ニナツ

テ経螢 ガ樂デアル。虜 ガ公立 ノ方 デハ都會 ノ無

産階級ノ患者ヲ封象 トシテ居ルカラ、其都會ガ

ラ無暗二遽方二離 レル事ハ不可能 デアル。部チ

交通距離 一』換言 スレバ時間 ノ制限ガアル。第

三二経常費ハ設備 ガ完全デアレバ少 クナリ、設

備 が不完全 デァレバ嵩ム事 ニナル。之ハ有産階

級者 ノ少イ本邦ナ ドデハ資本同牧上當初 カラ考

慮スベキ問題 デアル。況 ヤ公立 ノ方デハ施療 ノ

ミダヵラ、設備ハ合理的 ノ範園 デ可成完全ニシ

テ置イテ経常費ヲ節 スル事 ガ大切デアル。要之

螢利圭義 ノ療養所 デハ有産階級 ノ輕症患者ガ封

象ダカラ、創設費テ贅澤ニシテモ経常費テ節 シ

得 レバ利潤デ資本潰却 ガ容易デアル.施 療主義

ノi療養所デハ貧困 ナ重症患者 ガ 内容デアル上

二、多クノ場合二創設費テ節 スルカラ経常費ハ

意外二嵩 ミ易イ。

元來結核療養所 ナルモノ ・醤學的解読ハ結核治

療二安静 ト氣候 トヲ利用 セントスル事ガ第一嶋義

デアッテ、低費自療 ノ教育 ハ從屍 ノ目的デア

ル。當初 カラ貧困者二封 スル施療 ラ圭目的 トシ

テ考ヘラレタ者デハ無イ。然 シ本邦 デハ法令デ

公立療養所ハ施療テ本態 トスベキ事 ニナッテ居

ルカラ此意味デ療養所テ考ヘル必要 ガアル。實

際問題 トシテハ施療 ハ貧困階級 二向ツテハ大 ナ

ル精神的安静 テ與ヘルカラ、之 ガ重大ナ治療機

韓 トナル事ハ否定 シ難 イ事實デアル。然 シナガ

ラ軍二施療 テ眼目 トスレバ、i療養所ハ祉會政策

的意味二於 ケル養老院若 クハ癒人敗容所 ト選 ブ

塵ナキニ至ツテ醤學的意味ハ無 イ事 ニナル。故

二療養所 ガ養老院デ無 イ爲ニハ治療 テ完全 ニシ

ナケ レバナラナィカラ、其爲ニハ先 ヅ療法 ノ第

一要件 トシテ氣候條件テ考ヘルガ、吾國ハ低緯
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度カラ高緯度二亙 ツテ居ルカラ國内ノ氣候的相

違 ガ甚 シイ。 自然的二全國二通ズルガ如キ療養

所構造 ノ合理的基準テ得ル事ハ至難デアル。舷

ニハ自分ガ氣候 ラ熟知シテ居ル京都地方 ラ中心

トシテ自分 ノ考案テ基礎 トシタ設計ガ實現 セラ

レタル後 ノ京都市療養所二於 ケ ル 自分 ノ経験

ト、各地療養所ラ見學 シタ場合 ノ所感 トテ参考

トシテ療養所 ノ建築ラ考ヘテ見度 イノデアル。

勿論本土中部地方南海岸 ノ盛夏ハ熱譜氣候 デア

リ、其北海岸ハ嚴各 ノ際寒帯二近イ氣候デアル

事ハ世間熟知 ノ通 リデアル。 京都 ノ冬1ケ 月

間ハ北緯50度 以上二位スルスコットランドノ

冬 ヨリ寒 クテ凌 ギ難 イ事 ハ言 フ迄 モ無 イ。

二 基本條件

イ、患者 ノ縮撒 ト其種類

療養所 ノ構造設備 ノ基本要件ハ患者 ノ病期種類

ト牧容 スベキ最大患者撒 トデアル。

患者 ノ種類 トハ病期分類ニヨル疾患程度 ヲ言フ

ノデアルガ、結核病期 ノ分類 ハ不幸ニシテ今 日

猶學論 ノー・致ヲ見ルニ至 ラナイガ、病期診断ハ

療養所 ノ作業中極メテ重要 ナ問題 デアル。然 シ

カ ・ル眞面目ナ治療上 ノ重要鮎 テ離 レテ、経理

上 パ カラ見 レバ開放性患者 ト非開放性患者 ト

ノニ大別 テ桀一ニスルノガ實際的デアル。或ハ

行政的二見テ治癒 ノ見込 アル患者 ト、治癒 ノ見

込 ノ全然無 イ者 トテ匹別スルノモー ノ方法デァ

ル。カ ・ル行政的分類法二從ッタ療養所又ハ病

院 ラ全然別箇二設立スレバ経常費ラ省 キ機能 ヲ

増進 シ得ル事勿論デアル。例ヘバ治癒 ノ見込無

キ患者 ノミラ牧容 スル特殊病院ハ市内二設 ケル

方 ガ實際的デ且ツ創設ガ容易デアル。螢利 テ目

的 トスル私立療養所 二向 ツテハ、此外猶患者 ノ

資産 テ分類法 二加味 スル必要ガ生ズル。舷 二附

言スベキハ公費救療病院 ノ牧容力ガ不充分 デア

レバ牧容 サレナイ他 ノ多敷 ノ患者二精紳上 ノ創

痩 テ與ヘルカラ肚會 ノ損害ガ大 キイ。更 二施設

不完全 ナル病院ガ完全ナル治療 テ行 フ事 ガ出來

ナ クテ、軍ナル養老院二轄化スレバ折角 ノ特殊

施設 ノ信用 ラ害 スル恐 レガアル。共 二創設當初

二於クル注意 スベキ鮎デアル。

第ニニ施療 ガ圭デアル公立療養所 デハ患者ノ総

数 ガ可 ナリ多 イカラ、其二相當スベキ地所 テー

箇虎デ求 メナケ レバナラヌガ、療養所 二適 スル

ガ如 キ地勢 デ任意 ノ面積 ノ土地テ廉債二得ル事

ハ中々容易ナラヌ問題 デアル。若 シ所要面積ラ

ー箇慮 デ得 ラレナイ場合 ニハ歎箇所 二分割 スベ

キ必要テ生ズルガ、大都會デハ時ニハ小療養所

テ多数 二作ル方 ガ醤師 ノ治療責任 テ完全ニスル

上カラ見テ利盆デモアリ得 ル。元來主長 タル醤

師 ガ事務的二療養所 テ統轄 スル場合ニハー箇所

ノ患者撒ガ撒百撒千アリトモ何等 ノ差支ラ生 ジ

ナィガ、治療ハ封個人的ノ者 デアルカラ、醤師

ノ治療妓術 ガ所 内ノ全患者二及 プ爲ニハ、所長

タル者 二屑 スベキ患者撒ハ凡 ソ制限ガアル。瑞

西 ノ有名ナ療養所 デー千名 ノ患者ラ擁 シテ居ル

慮ガアルガ、其 内容ハ藪箇 ノ療養所 ガ合同シテ

居ル ト同様 デァル。 自分 ノ見ル慮 デハー箇所五

百人位 ノ患者 ガ限度 デ ハ ア ルマイカト見テ居

ル。・元來醤療 ハ醤師 ノ有 スル技術的信用ガ基礎

デ、署師ガソノ信頼 二酬 ヰル爲ニハ軍ナル勢働

以外二多大 ノ精紳的犠牲 ラ忍 バ ネバナラヌカ

ラ、醤師二超過員澹 テ課 シテ署師ガ疲努スレバ

眞 ノ治療ハ望メナイ事 ニナル。一般 二療養所ガ

患者 ノ満足スル程度二署療 テ行ハントスレバ、

1人 ノ馨員ガ負澹 スベキ患者藪ハ先ヅ重症者20

名或ハ輕症者50名 軍均約40名 位ガ限度デア

ラウ。同檬二藥剤師モ亦普通病院 デ1日 慮方箋

40枚 ガ李均 ノ員澹 ト認 メラレテ居ルカラ、類

似盧方 ノ多 イ療養所等デハ60枚 ト見 レバ良4。

此様ニシテ粗診粗療 二因スル肚會的不信 テ招カ

ザル様ニスル事ハ封結核戦 ノ初期時代 二於ケル

注意スベキ鐵デアル。 カクテ他 ノ職員歎 ラ算シ

テ是等 ノ人員ガ作業スルニ足ル事務室、薬局、

検査室、等 ノ面積テ最大牧容力 ノ揚合ニモ適合
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スル様ニシテ、檜築ハ只病舎 ノミトシテ初計書

テ立テル事 ガ経濟的デアル、漫然 ト 「後 二必要

テ生 ジタ際二土地デモ建物 デ モ旗張 スレバ良

イ」 トノ事務的観念ハ、後 日建物 ノ配置等二不

都合ヲ生 ジテ鑛張 ラ不可能二終ハラシムル恐 レ

ガアル。 凡ソー都市ニテ公費救療 ラ要スル結核

患者撒ハハンブルグ市 ノ實際カラ見テ、其都市

ノ結核糖死亡数 ノ約牛撒 ト見積 レバ甚シイ不都

合 ハ無 イ。之 ハ專門家 ハ イヱ づクノ所 見 デ吾人

モ同感 デアル。更 二余 ノ今 日迄 ノ経験 デハ療養

所 ノ1年 内 ノ病床利用卒 ハ約13割 ダカ ラハ ン

ブル グ市 ノ例 ト合 シテ考 ヘル ト、本邦 デハ結核

救療病床 ハ結 核総死亡撒 ノ約3割5分 乃至4割

ラ準備 ス レバ良 イカ ト考ヘ ラレル。 カ クテ其都

市 ノ結核総死 亡者 ノ牛撒 ハ自宅 デ死 ヌル コトラ

発 レ得ル コ トニナル。

三 敷地 昌闘 スル事項

結核療養所 ノ敷地面積 ハ掲瑞 亭於 ケル今 日迄

ノ維験 デハ、高層式建 築 ノ場合 二最小限度 一床

當 リ200李 方 米(60坪)卒 屋建 ニテ同 ジク300Zis

方 米(90坪)ダ ト唱 ヘ ラ レ テ居 ル。京都市療養

所 ガ恰 モ此限度 二近 イ者 デアル ガ、余 ノ経験 デ

ハ本邦 ノ夏期氣候 二封 スルニハ今少 シ廣 ク見積

ル方 ガ良 イカ ト思 フ。 カクテ所要 ノ敷地面積 テ

算 出 シ得 タル後 二地形 ハ可成正方形 二選 ブガ良

ク、止 ムテ得 ナ イ場合 ニハ東西 二長 キ ヨ リハ南

北 二長 イ方 ガ良 イ。次 二地勢 トシテハ其土地 二

常 二微 風 ノ存 スル コ トガ必須條件 デ アル ガ、疾

風叉 ハ通 リ風 テ不 噺 二受 ケル虞 ハ良 クナイ ト共

二、所謂吹 キ溜 マ リ地 モ不 可デ アル。樹 木 ト難

モ風 ノ通 ラナ ィ腿 デハ生育 シナ イ。一般 二室氣

ノ全 ク動 カナィ様 ナ土地 ハ他 ノ條 件 ハ如何 二良

ク トモ不健康地 ト見 テ差支 へ無 イ。而 シテ地域

内 ノ東南部 ハ大樹 ノ散在 セル緩傾斜 デアツテ、

西北部ニ テ全 地域 ノ2分 ノ1位 二相 當 スル面積

ハ樹林 デアル丘陵若 クハ山 デ アル方 ガ良 イ。如

何 ナル揚合 ニモ総面積 中西北部3分 ノ1以 上 ハ

森林地帯 ナルベ キ事 ハ防暑防風 ノ意味 カ ラ絶封

的必要條件 デアル ト共 二、室氣浴、 日光浴 テ行

フニモ亦鋏 クベ カラザルモ ノデアル。 カ ・ル意

味 カラ地高1500乃 至2000米 ノ山地、所謂高山

地帯ハ夏期 ノ療養地 トシテ恰適 デアルガ、本邦

交通機關 ノ現 獣 カ ラ見 テ到底近 キ賂來 二斯 カル

土地 ガ療養所 トシテ登達 スベキ見込 ハ無 イ。次

二海摩 トシテ大 準洋 二面 シテ居 ル腱 バー般 二風

ガアツテ良 イガ内海及 ビ濁 二臨 メル慮 ハ夏 ノタ

凪 ノ時間ガ長 イカラ療養所 トシテハ不適當 デア

ル。日本海 ノ沿岸ハ全般的二療養地 トシテ良 ク

ナィ。

土地 ノ選定二付 イテ他 ノー條件 トナルノハ交通

機關デアル。通常ハ或都市カラ電車若 クハ自動

車程30分位 ガ最モ適當ダ ト認 メラレテ居ル。外

國 ノ檬二道路 ガ良 クテ且ッ交通機關 ノ自由ナ土

地デモ1時 間程ハ梢 支遠 キニ過 ギル ト解 セラレ

テ居ル。之ハ距離ガ若 シ近 キニ過 グル時ハ患者

ト家族 トノ交通ガ頻繁 トナリ、且 ツ患者 ノ外出

慾テ誘褒 スルカラ精紳上ノ安静 ガ得 ラレナィ事

ニナル。反封二叉絵 リ違 クテ家族 トノ交通 ガ容

易デナィ時二へ 患者 ハ寂蓼 ノ念 二騙 ラレテ憂

雛不安二陥 リ療養所 テ恰モ牢獄 ノ様二感ズルカ

ラ蹄宅 テ急グ事ニナル。患者 ト難モ重症ナラザ

ル限 リハ何時 ニテモ容易二現實肚會 二接 シ得 ラ

レル ト言 フ事 テ意識 セシメテ置 ク事ハー ノ慰安

デアル。叉療養所 ノ経理上 カラモ交通上 ノ甚 シ

イ不便ハ物質 テ得 ル事 ガ困難 デ蓮搬費 ノ爲二経

濟上 ノ困難二遭遇スル事 ニナル。殊 二絵 リ不便

ナ土地デハ良醤良看護婦 テ永 ク勤績 セシムル事

ガ不可能 デアル。之ハ奉仕精神 二富 ム外國人 ノ

揚合二巳二痛感セラレタ経験 デアル。次 二土地

ラ得タ時ニハ建築二先ダツテ先 ヅ水 二就 イテ調

査 スル必要 ガアル。個人 ノ住宅叉ハ田畑 ト錐モ

水 ガ無 ケレバ其土地ハ人 ガ住 ムニハ無償値 デア

ル。京都療養所ハ恰適 ノ例 デアツテ、創立當時

水二窮 シテ終二市外1里 ノ土地 二市内カラ水道

テ引イタ事ガアル。水質及水量ハ地下水 ガ第一
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デ次 ニハ附近 ノ都市 カラ上水道 ラ持 ツテ來 ル事

デ アル。 上水道 ノミノ場合 ニハ所 内 二少 ク トモ

ニ 日閲 テ支へ得 ル程 ノ貯 水槽 ノ必要 ガ アル。淺

イ井戸 テ用 ヒル場合 ニハ質 ヨリモ第一 二量 ガ大

切 デアツテ、 通常所内 ノ総人 員二封 シテ1人1

日準均300「 リットル」ヲ標 準 トス レバ充分 デア

ノレo

其土地二關 スル氣象學的要素ハ結核治療 ノ場合

ニハ最モ重要デアルガ、本邦デハ不幸ニシテ未

ダ掲填瑞 ノ如キ醤用氣象學 ノ調査セラレタ者 ガ

無 イ。或ハ今後假 二結核療養所二恰適ナル標準

氣候 ヲ暴ゲ得ルニ至 ツテモ各地療養所 ヲ此標準

氣候 ニー致 セシムルガ如 キ事へ 本邦 デハ到底

近キ將來 二経濟的二實現 セラレル見込ハ無 イカ

ト考ヘルカラ弦ニハ詳述ヲ避 ケル。只最モ注意

テ要スルノハ本邦夏季 ノ高温高漁ラ如何ニシテ

緩和スルカ ト言 フ事 デアル。本邦 ノ夏期氣候ハ

患者 ノ氣分ラ弛緩 セシメ勇氣テ削ギ、夜間 ノ安

眠時間 ラ減 ジテ食慾 テ甚 シク減退セシムルカラ

病氣 ノ経過 二悪景短1テ與ヘル事彩 シイ。之二反

シテ冬期氣候二就 イテハ山陰、北陸、東北地方

テ除 ケバ殆 ド何等 ノ考慮テ要 シナイ者デ、只食

事時間二温水暖房器位 ラ設備スレバ充分デア

ル。 ヒルノ快適氣候論 ノ如キ調節 セラレタ気候

ラ有 スル室 ノ如 キハ瀕死 ノ重症者 ニハ必要デァ

ルガ、其他 ノ結核患者 ガカ ・ル窒内デ其全経過

ラ過 ゴスガ如キハ有害デアツテ、寧 ロ多少ハ墜

化 スル氣候中二生活スル事 ガ必要 デアル。實際

問題 トシテハ室内 ノ漁度温度テ考ヘル前レニ先ヅ

以 テ、本邦人 ノ主要 ナル衣類及寝具等 ヲ考ヘル

必要 ガアル。是等 ハ綿 テ材料 トセル爲二、其等

ガ終 日使用セラレテ患者 ノ皮膚 カラ出ル多量 ノ

盤分 ト漏氣 トテ吸牧 スルカラ、 ソレヲ其儘著テ

居ル患者 ノ盤温調節ヲ害スル事彩 シク治療上重

大 ナル意義ラ持 ツ事ニナル。

氣象條件中ノ雨量ハ本邦到ル慮不足ハ無 ク、且

ツ治療上 ノ見地 ヨリスレバ雨量 ヨリハ降雨時間

ノ方ガ大切デアル。本邦ハ晴天 日嶽 ガ少 イカラ

降雨日激 ノ少ナィ土地 テ療養所適地 ト認メネバ

ナラヌ。雨 ト共 二風 モ注意スベキ問題 デアルガ、

山岳、湖海 ガ多 クテ準坦地 ノ乏 シイ本邦デハー・

塵域内 ノ風向ハ先 ヅ不定 ト見ルベキグガ.大 艦

夏季ハ東南風ガ冬季 二西北風 ガ多イ。自然土地

ハ東南 二面 シテ西北方 二山テ員ツテ居ル方ガ良

イ事勿論デアル。而 シテ四時 ラ通 ジテ不断皮膚

二僅 カニ感 ジ得 ル程度 ノ微風即チ秒遽1乃 至

1.5米 ノ風 ノアル土地ガ良イ。風速 ノ大ナル土

地ハ風 ノ無 イ土地 ト共 二不適當デアル。

四 建 築 物

建埣ハ建築様式 ト建築材料 拳ノ關係 デ多少 ノ

増減 デ晃 レナィガ、大盟掲瑞二於 ケル今 日迄 ノ

経験 カラ割出サ レタ慮デハ、病室、廊下、洗面

所、便所、浴室、看護婦室、食堂、倉庫等 ノ患

者 二直接關係 アル部分 ノ走ヲ合 シテ、一病床 ア

タリ10乃 至12ZF方 米又ハ35立 方米 ガ最小限

度 デアル。牧入テ目的 トスル療養所デハ15李

方米叉ハ45李 方米以上ラ要 スル ト唱ヘラレテ

居ル。次 二診療室、「レントゲン」室、材料検査

室、日光浴室等 ラ合 シ テ上記 ノ病舎埣歎 ノ30
-40%ガ 必要デアルガ、木材建築デハ是等ハ別

棟 トナルカラ猶多クノ坪嶽 チ要 スル事ニナル。

第三ニハ事務室、醤員室、會議室、職員食堂、

慮接室、圖書室、職員宿直室、職員浴場、便所、

使丁室、傭人宿直室等 ラ合 シテ別棟 トシ、更二

之二加 フルニ看護婦寄宿舎、門衛所、汚物焼却

場、屍禮室、機關室、危瞼藥品倉庫、石炭庫、

職員公舎等モ亦必 ズ各々別棟 トシテ病舎カラ成

ルベク遠 ク離 ス事ガ必要デアル。是等第三項 ノ

事務室以下 ラ合 シテ患者1入 當 リ25李 方米或

ハ病舎練坪撒 ノ70%テ 要 スル事ニナル。要之

病舎以外 ノ建物全部 テ合 シテ病舎 ト同坪撒 トナ

ル ノガ小療養所 ノ常 デアル。患者200名 定員ノ

余 ノ療養所 ノ現在デハ、患者ガ直接二使用スル

部分 ガ約800坪 デ以外 ノ建物全部デ470埣 デア

ルガ、之ハ病舎以外バ100名 定員 ノ儘グカラデ
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フ ル。病舎 ノ、鑛 張 ト從屡 ノ建築物 トハ比例的 二

増大 スルモ ノデハ ナィガ、從囑建築物 ノ坪撒 ハ

意 外 二大 ナルモ ノデァル。

建 築檬式 ハ實際問題 トシテハ理論 ヨリモ投資額

二依 ツテ決定 セ ラレル事 ガ多 イ。 日本現 在 ノ経

濟 力 ト本邦氣候 二適合 スルガ如 キ建 築式 ガ結論

二達 シテ居 ナィ'現歌 カラ見 テ、今後猫2、30年

聞 位ハ改築 ガ容易 デアル木材建築 二基礎 ヲ置 イ 酢

タ方 ガ良 イ。而 シテ建築様式 ハ結核 ガ傳染病 デ

アル上二治療上室内 ノ換氣 ガ完全 デ ァラネバ ナ

ラヌカ ラ、當然 ニバビロ ン式 ガ良 イ。経理 上 カ

ラハコ リ ドル式 ガ良 イガ、結核 デハ患者 ノ利 盆

ラ主眼 トシテバ ビロ ン式 ノー一階 ガ最良 デ アル。

一階 デア レバ木造 デ ア ル ベ キ 事 ハ論 ラ挨 タナ

イ。世界大戦後 二二階 ノバビロ ン式 ガ重寳 ガ ラ

レルニ至 ツタガ、巳 二二階三 階 トス レババ ビロ

之 ノ意義 ガ甚 シク減弱 スル者 デアル。更 二妓 二

考 フベ キハ 結核 ノ病期 ヲ考 ヘズ シテ、 結核 テ

治 療上簡輩 ナー種 ノ疾病 ト見ル誤判 ノ下 ニコ リ

」注 デモ良 イ トノ解繹 ガ下 サ レ易 イガ、病期、

年 齢、姓等 ラ考 フル時ハ結核 ノ中 二既 二撒種 ノ

魑別 ガアツテ、異 ル数種 ノ傳染病 ノ集合 ト見ル

ベ キデアルカ ラ
、 如何 ニ シテモ コリ ドル式 ハ不

都合 デアル。唯近 時バ ビロン式 ノ不 便 ヲ補ハ ン

ガ爲 二数棟 ノパ ピロ ンテ屋根廊 下 デ連結 セ ント

スル檬式 ガ流行 スル様rナ ッタ。 自分 ノ経験 デ

ハ日本人 ノ生活習慣 ト結核患者救 療 ノ現歌 ガ重

症 者歌容 デアル塵 カラ見 テ、本邦 ノ現駄 二最 モ

適 スル者 ハ木造一階 ノバ ビロ ンテ廊 下 デ蓬結 シ

タモノガ實際的 デアル ト感 ズルモ ノデアル。之

バベ ル リンノシヤ リテ式 デ アツテ從業員 ニハ不

便デア〉レガ、患者 ノ便利 ト治療 トテ圭眼 トス レ

バ此庭 二蹄著 スル事 ニナル
.他 圓i邦人 ノ生活様

式 ト家屋 ト ガ今少 シ歓化 シテ、且 ッ高層建築

ガ本邦 ノ氣候 二適 スル様 二攣改 セラレテカ ラ始

〆テ永久的建築二著手 シ テモ 決 シテ遅 クハナ

イ。爾此塵二附記スベキハ「ドア」ト窟 トハ現在

ノ慮 日本人 ノ多敷ニハ習慣的二不向デアルガ、

唯暖房装置ヲ使用 スル揚合ニハ、引違戸ラ開ケ

放 シニシテ他人 ノ開ケタ戸テ閉ヂル ト言フ好意

ラモタナイ日本人ニハ、暖房 ノ数率上「ドア」ノ

方ガ良イ事勿論 デアル。

本邦 ノ建築物 ノ全部二向ツテ塾殊 二療養所 ノ様

ニー室内二多数 ノ患者 ガ起居 スル庭 デハ、防暑

手段 トシテ病室 ノ廊下側 ノ壁二排氣孔ヲ作1リ,

其慮カラニ重天井 トシテアル廊下天井裏 へ排氣

セシメ、天井裏 ヨリ通風路 テ利用 シテ屋上外 二

逸散セシメルノガ最モ可 イ。又室内蛇 二廊下 ノ

憲下ニハ無墜格子 テ設ケ、憲 ノ上ニハ廻轄憲テ

天井二達 セシメテ通風 テ良 クスル ト共二、i蒼室

紫外線 テ射入セシムル事ガ大切デアル。翁病室

ノ憲硝子 ノ内側二紙障子戸 ヲ用 ヒテニ重窓 トシ

冬期夜間 ノ保温テ講 ズル必要 ガアル。

次 二病舎 ノ廊下ラ南北何 レノ側二探ルベキカバ

定設 ガ無 イ。自分 ノ経駒 デハ輕症患者室ニテハ

北側二、重症患者室ニハ南側 二廊下ガアル方 ガ

良 イ、實験的二適確 ナ封照 ヲ設 ケル事ガ困難デ

アルカラ断定的二激字ヲ基ゲテ謹明 シ難 イガ、

京都療養所デ昭和3年 ニニ階建 ノ病舎ヲー一棟造

ツタ襟 二、其二階廊下テ北側 ト南側 トニニ様 ニ

シテ患者 テ治療 シタ経験 ノ概括的 ノ感 ジハ、有

熱若 クハ開放性 ノ患者二向ツテハ北側廊下 ノ室

デ南側窓二近 イ患者ノ経過 ハ凡テ良 クナイ。此

實験二供 セラレタ室ハ次圖 ノ通 リデアル、
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吾々 ノ虞へ醤師 カラ日光浴ヲ渤 メラレテ毎 日孚

日以上モ魚釣 リニ出カケテ、過度 ノ日光照射 ノ

爲 二皮膚 ラ黒 クシテ高熱 ヲ登 スル様ニナツタト

言 フ患者 ガ1年 撒名以上入所スルガ、其等 ノ者

ハ唯安静 テ加ヘル丈 デハ不充分デ更 二冷涼ナ室

二移 ス事 ガ疾病 ノ進行 ラー時デモ静止セシムル

爲 二必要 デアル。通風 ト光線 トハ結核治療上共

二大切デハ アルガ、外界 ノ風 ト光 トガ其儘 ノ速

サ ト強サデ病室内二入ル事ハ少クトモ活動性結

核ニハ良イ数果テ與ヘナィ。此見地カラ自分ハ

重症患者室ニハ南側廊下テ、輕症殊 二恢復期 ノ

患者ニ シテ室氣浴、 日光浴二充分堪ヘラレル者

ニハ北側廊下ガ良 イト考ヘル者デアル。

次 二廊下 ノ幅員ハ3米 ガ適當 デアル。 日本人殊

二無教育階級 ノ若 イ女二病舎以外 ノ塵 デ裸艘デ

日光浴、室氣浴 テ課 スル ト言 フ事ハ實際不可能

デアル。或バカ・ル目的 ノ爲 ノ建築物 テ有 シテ

居 ツテモ、本邦デハ午前中 ノ晴天ハ多イガ午後

ノ晴天ハ夏以外ニハ甚ダ少 イカラ、自然的二午

前中ノ短時間 デ多撒 ノ患者テー一時二屋外 デ室氣

浴 セシムルノハ混雑 ニナルカラ、病舎 ノ廣 イ廊

下 テ利用 スルノガ簡軍デアル。

カ・ル意味カラ通路幅 員1米 以外 二 「デ.キチェ

ア」若 シクハ籐椅子 テ列ベル ニ必要ナ2米 ラ廊

下二附加 シテ、廊下 ヲ3米 以上 トシ「テラッセ」

二兼用スルノガ最 モ賢明デアル。

掲逸ニテハ病舎ハ1室1人 テ最上 トシ止ムテ得

ザル揚合 ニモ1室4人 テ限度 トシテ居ル。然 シ

本邦 ノ救療施設デアル公立療養所 デバカ ・ル制

限ハ経濟上到底實現不可能 デアルガ、猴且ツ重

症患者2人 テ1室 二t中 等症8人 乃至10人 テ

1室 二牧容スレバ限度デアッテ、瀕死 ノ者 ノミ

ガ1室 テ輩掲二占有 シ得ルノミデアル。小室 ヲ

多藪 二設 ケル際ニハ室内通風ガ甚 シク不良 トナ

ルカラ此鮎 ノ考慮ガ大切デアル、余 ノ療養所ニ

テハ1室14人 ノ大室二帳復期ノ輕症者 ノミテ牧

容 シタガ、精紳的二良 イ影響 テ患者二與ヘナィ。

年齢、姓格、性等テ病期 ト同様 二重親 シテ患者

ラ分類スル事ハ治療上必要デアルガ、是等ハ開

放性患者 ト非開放性患者 トノ匠別 ガ完全二行ハ

レタ上デノ問題デアル。

其他電灯ヲニ重装置 トシテ睡眠時間中ノ讃書ヲ

不可能ナラシムル如キ、又ハ病室内放熱器テ病

室外 ノ各要所ニテ随時開閉 シ得ル様二調節辮テ

設ケ、或 ハ保混設備 トシ テ床面二「リノリュー

ム」ヲ敷 クガ如キハ凡テ當初 二忘 レテハナラナ

イ者 デアル。

洗面所 ハ原則 トシテ1人1個 ノ鉢ラ專用スベキ

グガ、患者 ガ教育訓練 サレ居ル場合ニハ4人 二

付 キ1個 デ充分デアル。

便所ハ水洗式 トシテ男子10人 二付キ大小便所

共 二各1個 、女子7人 二付 キ大便所1個 テ要ス

ノレo

浴場ハ灌水浴 ガ最モ良 ク、次 イデハ1人1浴 ノ

浴槽デアッテ、経濟上共同浴槽モ止ムテ得ナイ

ト認メラレルガ、之ハ温度 ノ黙カラ治療上ノ障

碍 ガ多イ。

疾壺 トシテハ「アル ミ」制 ノモノガ廉償 デ耐久性

ガ有 ル。消毒法ハ内容テ有スル儘デ蒸氣消毒法

テ加ヘルカ或ハ経濟的ニハ五右衛門風呂二入 レ

曹達水ラ加ヘテ煮沸 スレバ良イ。藥品清毒法ハ

實際問題 トシテ實行不可能 デアル。疾壺ハ患者

藪 ノ2倍 アレバ交換ハ園滑 二行バレル。 「アル

㍉ 疾壺ハ毎日煮沸 シテ モ優 二1年 間ノ使用二

堪エル。

患者食堂ハ輕症患者 ノ爲 ニハ絶封的 二必要デア

ツテ、之ハ亦娯樂室 二使用 スル事ガ出來ル。重

症患者 ノ附添人ハ原則 トシテハ病室内二起床セ

シムペキグガ、若 シ縄費 ガアレバ彼等 ノ爲二別

二寝室 ト休憩室 トテ設 クル事ハ人道的デアリ且

ツ能卒 ラ良 クスル。余等 ノ経験デハ患者100人

二付キ附添人7、8人 デ充分グカラ「ベットJ7、8

個 ノ1室 テ別 二準備 スレバ良 イ。

其他雑仕婦 ノ休怠所、患者慮接室、理髪室ラ要

シ更二患者共同 ノ所持晶倉庫、寝具倉庫等ハ病

棟 内二附設 スベキモノデアル。

次 ニハ病舎又ハ事務所敦 レノ建物 二附属包含セ

ラレテモ可イモノトシテ、診察室、器械室、検
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尿検庚室、手術室、 「レントグンJ室、器具庫、

小實験室等ラ暴 ゲル事ガ出來ル。

費店 ノ必要性 ハ 療養所 ノ経濟力ニヨッテ定マ

ル。療養所ガ若 シ紙、石鹸、手拭等 テ無料デ給

與スレバ費店 ノ必要ハナィガ、然 ラザル限 リ必

要デァル。一般 二療養所 ノ所在ハ偏避ダカラ所

内二費店 テ設ケテ患者 二日用雑貨 テ低廉二供給

スル事ハ必要デアル。

特種施設 トシテハ「レントグンJ装置ハ如何 ナル

小療養所ニモ不可訣物ダガ、本邦 ノ公立療養所

デハ之 ラ有 シナイ者 ガアル。之ヲ有 セズ シテ結

核患者ヲ診療スル ト言 フ事ハ今 日デハ醤學的二

背徳デアル。其他ニハ室氣浴揚 トシテ3、40米

李方位 ノ芝生地 テ外側 ヨリ透見 ノ出來ナィ程 二

厚 ク常盤木 ヲ以 テ園 ンダ揚所テ忘 レテハナラナ

イ。此他 二手工作業室、 養鶏場、 患者用圖書

室、爲眞用暗室、裁縫室等モ必要デアル。

自分ガ多籔 ノ療養所設計圖テ見タ中デ下圖 ノ者

ガ最モ良 イ。之ハ掲逸 デ嘗 テ計蟄 セラレテ、経

濟事情 ノ爲二終 二實現 セラレナ カ ツ タ者デア

ル。 ブラウエル氏 ノi療養所 ガ稽 ≧之二近 イ設計

デアル。載 セテ大方 ノ参考二供 スル。

結 核 療 養 所 ノ模 範 的 設 計




